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「全国からの火山防災対策の取り組み報告」

検討の経緯

白山では平成28年度より白山火山噴火緊急減災対策砂防計画の検討を開始しました。関係する行政機関が一緒になって検討を進

める「白山火山噴火緊急減災対策砂防計画検討委員会」が設置され、４回の検討委員会を経て令和３年３月に計画が策定されまし

た。また、令和４年３月に白山火山防災協議会が噴火シナリオを見直したことを踏まえ、令和５年２月に計画を更新しました。こ

の計画は「噴火に備えた対策」と「噴火した時の対策」について必要となることを決めておき、万が一噴火したときに生じる被害

を出来るだけ軽減（減災）させる事を目的としています。

白山火山の噴火の特徴

既往の想定火口

白山火山噴火緊急減災対策砂防計画について

加賀室火山
（40～30 万年前）

古白山火山
（14～10 万年前）

新白山火山
（3～4万年前～現在） うぐいす平

火山
（2～1万年前）

• 白山火山の形成史は、
噴出中心を異にする成
層火山の形成期と侵食
期によって、加賀室火山、
古白山火山、新白山火
山に区分できます。

• 古白山火山の南東斜面
にうぐいす平火山が存在
しますが、活動期は新白
山火山形成期の１～２万
年前と推定されています。

白山火山の地質図 白山火山の活動年代
出典：東野(2014)

白山火山の形成史

白山火山の地形

御前峰から撮影（H26.8.23）

溶岩ドーム

火口湖

• 白山山頂周辺には、溶岩ドームや火口が複数あります。火口には水がたまり、火口湖となっています。

• 山頂東側には約2200年前に噴出した溶岩流の地形が鮮明に残っています。

溶岩ドーム

溶岩流
火口湖

噴火警戒レベルと想定される影響範囲

• 噴火時の土砂移動の発生で想定される被
害影響を少しでも減らすための施設設置
に関する検討をしました。

• 白山では既設堰堤の除石・掘削による土
砂の捕捉と、導流堤工の設置による流向
規制・導流を行う方針としています。

• 噴火時の避難を支援するための情報提
供や緊急的な監視・観測機器（監視カメ
ラや土砂移動検知センサーなど）の増強
などを行う方針としています。

• 土砂災害防止法に基づく緊急調査や緊
急減災対策のための調査も実施する方
針です。

緊急ハード対策の検討

緊急ソフト対策の検討

平常時からの準備事項の検討・実施

これまでの検討状況

噴火警戒レベルに対応した規制範囲

• 白山の噴火シナリ
オおよび影響範囲
は、白山火山防災
協議会によって検
討されています。

• 右図は噴火警戒レ
ベルに対応した規
制範囲の図です。

• 積雪期に噴火が発
生すると、融雪型火
山泥流が居住地ま
で到達すると想定さ
れています。

位置図

第１回検討委員会
(H29/2/13)
労災会館３階ホール

＜討議内容＞
◆火山噴火緊急減災対策
砂防計画の概要
◆現状の把握
◆噴火シナリオについて

第２回検討委員会
(H29/12/15)
石川県文教会館

＜討議内容＞
◆規約の改正
◆傍聴規定の改正
◆第１回委員会の指摘事項
への回答

◆緊急減災対策の対象現象

第4回検討委員会
(R01/12/25)
石川県勤労者福祉文化
会館

＜討議内容＞
◆平常時からの準備事項

◆白山火山噴火緊急減災対
策砂防計画(案)について
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白山の噴火警戒レベル –気象庁公表資料-

第３回検討委員会
(H30/10/18)
ITビジネスプラザ武蔵

＜討議内容＞
◆対策方針
◆緊急ハード対策
◆緊急ソフト対策
◆緊急対策の役割分担

計
画
書
の
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平常時からの準備事項の
検討・実施

・行動計画の検討
・降灰量調査地点の設定
・浸透能試験の実施
・火山データベースの構築
・立体模型の作成

緊急減災対策の検討

• 金沢河川国道事務所では、白山の噴火に備えて、平常時から準備できる事項について、検討・実施を進めています。

行動計画・火山データベースの更新

• 火山噴火時に金沢河川国道事務所が実施す
る内容をまとめた行動計画を作成しています。
また、火山噴火時の対応に必要な資料をとりま
とめたデータベースを構築しています。

• 令和5年度には数値シミュレーション結果や新
たなに検討した緊急調査手法について、行動
計画や火山データベースに反映しました。

緊急ハード対策の優先順位検討

• 降灰後土石流が発生すると想定される土石流危険渓流
について、対象渓流の見直しを行っています。

• 令和5年度には、マグマ噴火の降灰10cmの範囲にある
土石流危険渓流について数値シミュレーションを実施し、
被災する保全対象数をもとにランク区分を行って対策の
優先順位を検討しました。

対策優先順位の設定結果

白山周辺の地形データの整理

• 白山では、「火山噴火リアルタイムハザード
マップ（RTHM）システム」が導入されています。

• 令和5年度には白山周辺の航空レーザ測量
データについて、データ整備状況や空白域等
の確認を行いました。今後、RTHMに登録さ
れている地形データについて更新していく予
定です。

データベースのトップ画面

UAVによる渓流源頭部確認状況

白山周辺の地形データ整備状況

白山 金沢河川国道事務所 流域対策課
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白山火山防災計画の改定
（白山火山防災協議会）
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R5.2

緊急調査手法の検討

• 噴火警戒レベル２における規制範囲内の緊急調査手法
について検討を行っています。

• 金沢河川国道事務所所管のCCTVカメラから首振りや
ズームで確認可能な画角を確認し、行動計画の監視カメ
ラ台帳に反映しました。

• 汎用的なUAVで上空から渓流状況を遠望確認する手法と
して、河内谷砂防堰堤でテストフライトを行い、渓流源頭
部が視認できることを確認しました。

優先順位の考え方 CCTTカメラのズーム画角確認結果
の整理例


